
理学部長就任に当たって

この 4月 から,はからずも理学部長の重責を負

うことになり,恐縮すると同時にいささか困惑し

ているというのが偽らぎる心境です。幸い学識識

見ともに優れた久城 。田沢両評議員がおられるの

で,力を合わせて 1年間およばずながら全力投球

をして,理学部の意気を大いにあげる基盤を作る

覚悟ですので, よろしくお願い致します。

さて,理学部の活躍の舞台である理学という言

葉ですが,昭和39年に理学部将来計画をまとめた

小谷委員会の報告に,(従来主として理学部にお
いて研究・教育の行われていた基礎自然科学を理

学と呼ぶ"と 定義した上で, “理学は自然に関す

る真理を探求することを目的とし, それ自身,わ

が国及び人類の文化の建設向上に寄与するもので

ある"と書かれています。自然の全てが我々の研

究の対象だということであり,理学部という一体

性をもってして始めてこれが可能となるわけです。

そういえば, コナンドイルは彼の小説 (A Study

of Scarlet)の中でシャーロックホームズに
,

“Oneも ideas must be as broad as Nature if

they are tO interpret Nature"と 云わせていま

す。また,最近 Hawkingの書いた
《
A Brief

History of Time"は,宇宙の創造 (Big Bang)

和 田 昭 允

から100億年の物質と生物の進化を経て我々人類

が出現し,その知的生物がまた宇宙の起源につい

て思いを巡らすという,全宇宙の時 0空間の壮大

なシナリオを,大筋ながらポイントを外すことな

く鋭 く描いています。たしかに,宇宙,素粒子 ,

数学,情報,あ るいは地球や生物等々といった理

学の諸分野は,その底では,我々が考えているよ

りはるかに密接なつながりがあるように思われて

なりません。

理学と理学部の一体性は自然そのものが保証し

てくれているといっても良いでしょう。わが理学

部は,学問の歴史的背景や教育の便宜上,それぞ

れの教室という単位に分かれていますが,研究者

はその自然探求の本能(?)の赴くままに,これらの

港から自然という境界のない大洋に乗り出して行

っています。自分のことを云って申し訳ありませ

んが,私も化学教室という港を出て,物理教室に

寄港したまま居心地が良いので居ついてしまい,

そこを母港として生物物理という海で網を引いて

いるわけです。領海侵犯といわれないのが研究社

会の有難いところです。こうなったのも,私が学

生の頃から,化学教室での恩師の森野米三先生が

“研究者であるからには二番煎じの研究は絶対す

るな"と いうことを耳にタコができる程云って下

さったためです。ところが,私の周りには秀才が

雲のようにいて, とても一番煎じが出来るとは思

えませんでした。そこで,で きることは誰も居な

いところに行くしかないと,弱気の私にとって誠

に合理的な結論を出したわけです。誰も居ないと

ころで自分の思うように研究するのはよいもので

すが,そ のように出来るのも, 自然界には未開拓

の分野が無限に広がっているからなのでしょう。

理学研究は広い自然が相手であると同時に, 日
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本という狭い島国に閉じ込められず広い国際社会

が相手だということも嬉しいことです。科学に国

境はないといいます。しかし,国境が本当になく

なるのは国同志があらゆる意味で科学的に同じレ

ベルになってのことではないでしょうか。わが国

は,そ して特に東大理学部は,科学研究の成果と

いう狭い意味のレベルでは世界の トップグループ

に入っています。しかし,ま だ,世界の一流若手

研究者が東大理学部で 1～ 3年間修業をして,研

究履歴に箔をつけて行くところまで行っていませ

ん。私は,真の研究・教育は,わが国の若手研究

者や学生が, このように他流試合に来た連中と混

ざり合って議論することによって相互に刺激し高

め合ってこそ,初めて満足できるものになると思

っています。このレベルまで理学部は残念ながら

達していないということは,言葉の壁や生活・習

慣の違いによるハンデキャップは多少あるにして

も致命的なものでなく,東大ですらも国際常識か

ら見るとまだまだ恵まれた研究環境ではないとい

うわが国の大学の事情が問題なのです。

世界の一流の研究者が,良い仕事が出来るとこ

ろなら万難を排しても乗り込んでくるという習性

を持っていることは,良 くご存知の通りです。理

学院計画の第 3次素案も,東大理学部が一流研究

者が自然と集まってくるような,世界的研究交流

の要衝となるようにとの願いを込めて書かれたも

のです。東京大学が国内の他の大学と比較してど

うのこうのという議論は,科学の研究が世界を相

手にしたものであるという正しい認識を持つなら

ば,は るかに次元の低いものとなってしまいます。

大学のレベルの評価を国内に限って行う限り,東

京大学の発展はないということを論理的 ?に云う

ことが出来ます。つまり,国内の問題とする限り,

評価の原点を東京大学におくか,あ るいは他の大

学のどれかにおくということになり,そ こで出て

くる結論は,東京大学の発展をおさえて他大学を

発展させる,あ るいはその逆, ということになり

ます。つまり, このような判断基準をもつかぎり

レベルアップの力は働かず,重心を引力点とする

平均化の力しか働かないということです。これに

反することは,特定大学のエリート主義というこ

とになり, これはもちろん避けるべきということ

になります。学問が世界人類のためである以上,

我々は大学のレベル評価の原点を国際的基準に求

めなければなりません。つまり,最終日標は日本

の全大学が国際的に超一流になり国際貢献を行う

ことです。しかし, これは一朝一夕には出来ませ

んので,その方向に向かう第一歩として,い くつ

かの基幹大学を国際化 (前記の意味での)し ,わ

が国の責 FIEを はたすということになります。文部

省はこのような大所高所に立った判断を当然する

と期待致します。この意味で,理学部の将来計画

としての理学院の目的が,東大理学部が国際科学

社会の申で, 日本を代表して活躍し貢献するとい

う責任に基づいて立てられているということを私

はもっと主張したいと思います。

東大理学部が世界に対して万丈の気を吐いてこ

そ,わが国社会の一般の方々から “東大頑張れよ"

と応援してもらえると思うのです。でも現状は少

し違うようです。入学が難しいということは,良

い大学の結果として出てくるべきものですが,現

状は難関であれば良い大学であるという本末転倒

がおこり始めているのではないでしょうか。また,

将来計画でも,ただ単に新しい名前をつけただけ

で新鮮味を出すようなことは,はなはだ島国的発

想であり,お役所はごまかせても一般大衆の英知 ,

あるいは国際社会の厳しい目をだますことは出来

ないでしょう。また,お役所の方にしても目立っ

たトピックスだけを育てるやり方は,戦艦とゼロ

戦だけで世界戦争に勝てると思ったあの苦い歴史

の教訓から何も学んでいないことを示しています。

広い理学の基礎に立っての真理の解明, 自然の

探求が人類社会の発展に最大の寄与をしてきたこ

とは歴史が証明しております。これは自然が示し

てくれている多様な現象を広く感受できる広域の

アンテナを持った大学が総合力を発揮しなければ

出来ないことです。

東大理学部は自然科学の全分野を広く包括し教
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